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解 し な け 
れ ば な ら な いこ と は 、「 イ スラ ー ム 」 と いう こと ば それ 自体 の 
意味 で ある 。 イ スラ ム 教 は 、 ま ず 誰 か ある 人 物 が いて 、 そ の 後 
で 、 そ の 名 前 が つけ られ た わけ で は な い 。 つ まり 、 キ リス ト 教 
と いう 名 前 が つけ られ る 前 に は 、 ま ず ジ ー ザ ス ・ ク ライ スト が 
存在 し 、 仏 教 の 前 に は 、 ゴ ー タ マ ・ シ ャ ダー ル タ が 存在 し 、 備 
教 の 前 に は 、 孔 子 が 存在 し 、 マ ルク ス 主 義 の 前 に は 、 カ ー ル ・ 
マル クス が 存在 する が 、 こ れ ら の 場合 と は 違う の で ある 。 ま た 
、 あ る 部 族 が 存在 し 、 そ の 後 で 名 前 が つけ られ た 、 ユ ダ ヤ 部 族 
と ユダ ヤ 教 、 ヒ ンド ウッ 部 族 と ヒン ドッ ゥ 教 の 場合 と も 違う 。 イ ス 
ラー ム は 「 ア ッ ラ ー」 の 真正 な 款 教 で や り 、 そ の 名 前 は 、 神 ア 
ッ ラ ー の 宗教 の 中 核 原理 を 体現 し て いる 。 す な わ ち 、 ア ッ ラ ー 
「 の 神 」 の 意思 に 対す る 完全 な 服従 で や る 。 ア ラビ ア 語 に お い 
て 「 イ スラ ー ム 」 は 、 唯 一 正しく 、 そ し て 信仰 する に 値する # 
で ある 「 ア ッ ラ ー」 に 対し て 、 服 従 し 、 あ る い は 降伏 する 人 間 
の 意志 を 意味 する 。 そ し て 、 そ の よう に する 人 間 は 、 す べ て ム 






















































































正 し い 宗 教 
ミニ ミニ ミニ ミュ ele 
スリ ム と 名 づけ られ る 。 こ の 言葉 に は 、 平 和 と いう 意味 も ある 
が 、 こ れ は 、 ア ッ ラ ー の 意思 に 対す る 全面 的 な 服従 の 帰結 と し 
て 、 当 然 の も の で ある 。 つ まり 、 こ の 宗教 は 、7 世 紀 の ア ラビ ア 
半島 に お いて 、 預 言 者 ムハンマド (預言 者 に 平安 あれ ) 【 
て 作ら れ た 新しい 宗教 で は な く 、 最 終 的 な 形 と し て 再 表明 され 
た 、 真 正 な アッ ラー の 宗教 な の で ある 。 


















































イス ラー ム は 、 最 初 の 人 間 に し て 最初 の 神 の 預言 者 で ある アー 

ム に 与え られ た 宗教 で ある 。 そ し て これ は 、 ア ッ ラ ー か ら 人 
間 に 遺 わこ され た 、 す べ て の 預言 者 の 宗教 で も ある 。 神 の 宗教 で 
ある イス ラー ム と いう この 名 前 は 、 後 代 の 人 間 に よ っ て 決め ら 
れ た も の で は な い 。 こ の 名 前 は アッ ラー 自身 に よっ て 選ば れ た 
の で あり 、 こ れ は 、 神 の 人 間 に 対 する 最後 の 啓 玉 に お いて 、 明 
確 に 示さ れ て いる 。 神 の 啓示 の 最後 の 書 で ある クル アー ン に お 
MO で ゲタ ダー は 次 の よう に よび べべ て の いる の 。 















































「 今 日 われ は あな た が た の た め に 、 あ な た が た の 宗教 を 完 
成 し 、 また あな た が た に 対す る われ の 恩恵 を 全う し 、 あ な た が 
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だ の だ め の 教 えと し て 、 イ スズ ラーム を 志ん だ の で ある 。」 (( 食 
卓 章 5 : 3) 





「 イ スラ ー ム 以外 の 教え を 追及 する 者 は 、 決 し て 受け 入れ 
られ な い 」 (イム ラー ン 家 章 3 :85) 


「 イ ブ プラー ヒー ム は ユダ ヤ 教 徐 で も キリ スト 教徒 で も な か 
っ た 。 し か し が か が れ は 純正 な ふ ス リム で ある 。」 (イム ラー ン 家 
加 。 洛 2867 


聖書 の どこ を 探し て も 、 預 言 者 モー ゼ に 付き 従う 人 々 、 あ る い 
は 彼ら の 子孫 た ち に 対し て 、 彼 ら の 宗教 は ユダ ヤ 教 で ある な ど 
で デジ アー が 言 つ で いる と ころ を 分 づつ けり る こと は で き な い し 
、 キ リス ト に 付き 従う 人 々 に 対し て 、 役 ら の 款 教 が キリ スト 教 
が ご と の 人 ② で いひ る と この や な い 。 失 は 、 キリ スト も や も ジーザス 
も 、 こ の 人 物 の 名 前 で すら な か っ た 。 キリ スト と いう 名 前 は 、 
ギリ シャ 語 の キリ スト ス か ら 来 て いる が 、 そ の 意味 は 、 聖 油 で 
清め られ た 者 で ある 。 つ まり 、 キ リス ト は 、 へ ブラ イ 語 の 「 メ 
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シア (救世 主 ) 」 と いう 敬称 を 、 ギ リ シ ャ 語 に 翻訳 し た 言葉 で 
ある 。 他 方 、「 ジ ー ザ ス 」 と いう 名 前 は 、 へ ブラ イ 語 の イサ ウ 
と いう 名 前 を 、 ラ テン 語 に 翻訳 し た も の で ある 。 





話 を 複雑 に し な いた め に 、 以 下 の 話 で も 、 預 言 者 イサ ウ ( 太 言 
者 に 平安 あれ ) の こと を 、 ジ ー ザ ス と 呼ぶ こと に する が 、 彼 の 
款 教 の 名 前 に 関し て 言え ば 、 そ れ は 、 彼 が 彼 の 信者 た ち に 対し 
て 言っ て いた 名 前 で あっ た 。 彼 以前 の 預言 者 た ちと 同様 に 、 彼 
も 、 信 者 た ち に 、 彼 ら の 意志 を 、 デ アッ ラー の 意志 の 下 に 置く よ 
うり 呼び が けた 。 (これ は すなわち イス ラー ム で あめ あり 、) そし て 
、 人 人 間 の 想像 力 が 作り 出し た 廣 物 の 神々 を 信仰 し な いよ う 警 告 
し た 。 新約 聖書 に よる と 、 彼 は 信者 た ち に 対し て 、 次 の よう に 
祈る よう 教え た そう で ある 。 「 天 国 に お いて と 同様 に 、 こ の 世 
に お いて も 、 あ な た の も の が 、 必 ず 行 な われ ます よう に 。」 
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イス ラー ム の メッ セー ジ 


人 の gg を 


の 本 質 、 つ まり アラ ー か ら 人 間 に 与 えら れ た 宗教 の 基本 的 な メ 
必 才 と の 0 の を 表 Li で いる の で 、 イス ラー ム と ば 、 ア デッラ ーー だけ ぞ を 
信仰 する こと で あり 、 人 、 場 所 、 物 な どの 、 ア ッ ラ ー 以 外 の も 

に 向け られ た 信仰 を 避け る こと で ある 。 なぜなら ば 、 ア ッ ラ 
ー 以 外 の すべ て の も の は 、 創 造 者 で ある アッ ラー に よっ て 創造 
され た 被 造物 だ か ら で あ る 。 つ まり 、 イ スラ ー ム は 、 そ の 本 質 
に お いて 、 人 間 に 、 被 造物 を 信仰 せ ず 、 創 造 者 だ け を 信仰 する 
よう 求め て いる の で ある 。 人 間 が 信仰 する に 値する も の は 、 創 
造 者 だ け で ある 。 なぜなら 、 創 造 者 の 意志 だ けが 、 祈 り の 言葉 
に 答え を 与え て くれ る か ら で あ る 。 も し 、 人 間 が 、 あ る 樹木 に 
祈り を ささ げ 、 そ の 和 祈り の 言葉 に 答え が あっ た な ら ば 、 そ れ 答 
えた の は 、 樹 木 で は な く 、 ア デッラ ー で ある 。 なぜなら 、 祈 り の 
言葉 に よっ て 求め られ た よう な 状況 が 起き る こと を 許し た の は 
> プッ ジー だ だ から で あ る 。 ! こ れ は 当然 だ 」 と いう 人 や も いる が 
、 樹 木 を 信仰 する 人 に と っ て は 、 当 然 の こと で は な いで あろ 2 う 
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こ 神 に 服従 させ る と いう こと は 、 信 仰 
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同様 な こと どら は 、 ジー ザ ス 、 アック 、 ク リー テン シン ナ 、 あるいは 
聖 ク リス ト フ ォ ロ ス 、 聖 ユダ 、 さ ら に は ムハンマド に 対す る 祈 
り の 言葉 に つい て さえ も いえ る 。 つ まり 、 そ の よう な 祈り の 言 
業 に 答え る の は ほ は 、。 この よう な 人 で は な く デ アッ ラー で ある 。 ジ ー 
ザ ス は 、 信 徒 た ち に 対し て 、 彼 を 信 仰 する の で は な く 、 ア ッ ラ 
ー を 信仰 する よう に と いっ た 。 ク ルアー ン は 次 の よう に 述べ て 
いる 。 























また アッ ラー が この よう に 仰せ られ た 時 を 思え 。 [マル ヤ 
AN の ドイ の が よめ の だ は 1 アッ クー の 條 に 、 お わた だし よわ お た 
し の 母 と を 2 柱 の 神 と せよ 。』 と 人 々 に 告げ た か 。」 か れ は 申 
上 げた 。 「 あ な た に 讃え あれ 。 わ た し に 権 通 の な いこ と を 、 
わた し は 言う べき で は あり ませ ん 。」 (食卓 章 $:116) 





















































また 、 ジ ー ザ ス は 彼 が 信仰 し て いた と き 、 自 分 自身 を 信仰 し て 
いた の で は な く 、 ア デッラ ー を 信仰 し て いた の で ある 。 こ の 基本 
的 な 原理 は 、『 開 扉 の 章 』 と いう 名 前 で 有名 な 、 ク ルアー ン 第 
一 章 、 第 四 節 に し る され て いる 
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「 わ た し た ち は あ な た に の み 崇 め 仕 を 、 あ な た に の み 御 助 
ナ を 請 い 願う 」 
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五 出 


最後 の 啓示 の 書 で ある 、 こ の クル アー ン の 随所 で 、 ア ッ ラ ー は 


述べ て いる 。 


「 そ れ で あな た が た の 主 は 、 仰 せら れる 。『 わ れ に 祈 れ 。 
われ は あな た が た に 答え る で あろ う 。』」 
(ガー フィ ル 章 40 : 60) 








デッラ ー と 、 そ の 被 造物 は 、 実 体 が まっ た く 異 な る の だ と いう 
イス ラー ム の 基本 的 な メッ セー ジ に 注目 すべ き で ある 。 つ まり 
、 ア ッ ラ ー は 被 造物 で は な いし 、 そ の 一 部 で も な く 、 ま た 被 造 
物 は 、 デ テッ プー で も 。 デ アッ ラー の 部 で や な り いり 。 

















この よう な 考え は 明白 な よう に 見 える が 、 人 間 が 人 造物 主 で は な 
く 被 造物 を 信仰 し て しま う 場合 、 そ の 理由 は 、 こ の 考え 方 を 誤 
解 し て いる 場合 が ほとん ど で あ る 。 つ まり 、 ア デア ッ ラー の 本 質 は 
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人 
、 そ の 被 造物 に 偏在 し て いる と 信じ た り 、 神 の 痕跡 が 被 造物 の 
どこ か に ある 、 あ る い は 、 あ っ た と 信じ る 場合 、 こ れ が 、 被 造 
物 を 信仰 する 根拠 と な る が 、 こ れ ら は 、 被 造物 を 媒介 と し て 、 

アッ ラー を 信仰 する こと と で も 表現 する べき も の で ある 。 し か 
し 。 デッラ テー の 季語 者 に よっ つっ そ で や た らき され だ イス ジー ム の メッ 
セー ジ は 、 ア デッラ ー だ け を 信仰 すべ き で ある と いう も の で あり 
、 直 接 、 間 接 を 間 わ ず 、 被 造物 を 信仰 する な 、 と いう も の で あ 
の グリ パーン に お 8 の で 、 ア ッ ク ー は は 、 月 自 C 述 て の る 。 
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「 本 当 に われ は 、 各 々 の 民 に 一 人 の 使徒 を 遣わ し て 『 ア ッ 
ラー に 仕え 、 邪 神 を 避け な さい 。』 と (命じ た ) 」 (蜂蜜 章 16 























: 36) 


偶像 逐 拝 を する 人 が 、 な ぜ 人 間 の 作っ た 偶像 に 頭 を 下げ る の か 
と 問わ れ た 場合 、 石 の 像 を 信仰 し て いる の で は な く 、 そ の 石 の 
像 の 中 に 存在 する アッ ラー を 信仰 し て いる の だ と 答え る の が 淀 
で ある 。 つ まり 彼ら は 、 石 の 偶像 は 、 ア ッ ラ ー そ れ 自 体 で は な 
く 、 ア ッ ラ ー の イメ ー ジ が 焦点 を 結ん で いる 場所 な の だ と 主張 
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する 。 被 造物 の 中 に 神 が 存 在 す る と いう 考え を 受け 入れ た 者 は 
、 偶 像 祭 拝 に つい て の 、 こ の よう な 主張 を 受け 入れ る こと に な 
る 。 他 方 、 イ スラ ー ム の 基本 的 な メッ セー ジ と その 意味 を 理解 
し た 者 は 、 ど れ ほ ど 合 理 的 に 説明 され て いよ うと 、 偶 像 涯 拝 を 
受け 入れ る こと は 、 あ りえ な い 。 ま た 、 自 分 た ち 自 身 の 中 に 神 
の 属性 が 宿っ て いる の だ と 主 張 する 人 々 は 、 い つの 時 代 で も 、 
アッ ラー が 人 間 の 中 に 存在 する と いう 間違っ た 考え に 基づい て 
、 こ の よう な 主張 を する 場合 が 多い 。 こ の 間違っ た 考え に よる 
と 、 ア ッ ラ ー は 我々 すべ て の 中 に 存在 する が 、 自 分 の 中 に は 、 
他 の 者 より も 、 よ り 多 く 存 在 す る の だ 、 と 主張 し て いる に 過ぎ 
な く な る 。 そ こ で 、 我 々 は 、 彼 ら に 服従 すべ き で あり 、 人 の 姿 
を し た 神 、 あ る い は 、 神 の 属性 が その 人 の 中 に 凝 縮 し た も の と 
し て 、 彼 ら を 崇拝 すべ き で ある と 主 張 する 。 
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同様 に 、 自 分 で は な く 他 の 者 に つい て 、 そ の 人 が 亡くな っ た 後 
で 、 そ の 人 に は 神 の 属性 が あっ た と 主張 する 人 々 は 、 人 間 の 中 
に 神 が 宿 る と いう 間違っ た 考え を 信ずる 人 々 の 間 に 、 多 く の 共 
通 点 を 見 つけ る で あろ う 。 イ スラ ー ム の 基本 的 な メッ セー ジ と 
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その 意味 を 理解 し た 人 は 、 ど の よう な 事情 が あっ て も 、 他 の 人 
間 を 崇拝 する こと に 同意 する こと は 一 切な い 。 神 の 宗教 は 、 そ 
の 本 質 に お いて 、 創 造 者 を 信仰 する こと を 明確 に 要求 し て お り 
、 い か な る 形態 で も 、 被 造物 を 崇拝 する こと を 拒否 し て いる 。 
これ が イス ラー ム の 基本 信条 の 意味 で ある 。 





























「 ラ ー イラ ー ハ 

















fs クラ ツタ メー (ビッ タラ ター の ほか が に 。 神 ほ いな いり 」 


これ を 繰り 返し 唱え る こと に より 、 人 は イス ラー ム の 信者 の 中 
に 導 か れ 、 そ れ を 心 の 底 か ら 信 ずれ ば 、 天 国 が 約束 され る の で 
ある 。 




















「 つ まり 、 イ スラ ー ム の 最後 の 預言 者 は 次 の よう に 述べ た と い 
う 伝 承 が ある 。 『 ア ッ ラ ー の ほか に 神 は な いと 唱え 、 こ の 信仰 
を 抱い て 死ん だ 者 は 誰 で も 、 天 国 に 入る こと が で きる 』」 ( ア 
ル ・ ブ ハイ リー と ムスリム に 収録 され た 、 ア ブー・ ダ ハル の 伝 
承 ) 
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イス ラー ム の 基本 的 な メッ セー ジ の 内 容 は 、 唯 一 神 と し て アッ 
ラー に 服従 する こと 、 ア ッ ラ ー の 命令 に 服従 する こと に より ア 
ッ ラ ー に 服 す る こと 、 そ し て 多神教 と 多神教 信者 を 認め な いこ 
で 代 あめ る 。 
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間違っ た 款 教 の メッ セー ジ 


1 二 : 光 2 の 022 凌 村 。 折 





て 運動 が あめ る 。 そ し て 、 そ の すべ て が 、 ア ッ ラ ー の 正しい 道 で 
ある と か 、 ア デッラ ー に 至る 唯一 の 正しい 道 で や る な ど と 主張 し 
て いる 。 ど うら すれ ば 、 そ の うち の どれ が 正しい と か 、 そ の すべ 
て が 正しい な どの 判断 が で きる の で あろ うか 。 そ の 答え を 見 つ 
ける こと が で きる 方 法 は 、 究 極 の 真理 に 関し て 、 さ ま ざ ま な 主 
張 を する 人 々 の 教え に ある 、 表 面 的 な 違い を 取り 去り 、 そ の 人 
々 が 、 直 接 、 間 接 に 呼び か ける 信仰 の 完 極 的 な 目的 を 見 極め る 
こと で ある 。 間 違っ た 宗教 に は すべ て 、 ア ッ ラ テー に 関し て 、 あ 
る 基本 的 な 考え が ある 。 す べ て の 人 間 は 神々 で ある 、 あ る 特定 
の 人 間 は アデ アッ ジー で ある 、 自 然 は アッ ラー で ある 、 ア デア ッ ラー は 
人 間 の 想像 力 が 作り 上 げた 空想 で ある 、 な ど と いう の が 彼ら の 
主張 で ある 。 
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し た が っ て 、 ア ッ ラ ー が その 被 造物 の 形態 で 信 仲 され て いる と 
いう の が 、 間 違っ た 宗教 の 基本 的 な メッ セー ジ で ある と いっ て 
よい で あろ う 。 被 造物 、 あ る い は 、 被 造物 の ある 属性 を 神 で あ 
る と 主張 する こと に より 、 被 造物 を 信仰 する よう 導く の が 、 間 
違っ た 宗教 で ある 。 例 えば 、 預 言 者 ジー ザ ス は 、 信 徒 た ち に 、 
アッ ラー を 信仰 する よう 導い た が 、 そ の 信徒 で ある と 主張 する 
2 の 5 人 AS を 2 全 旧 ジー サス 人 は アタ テー で の の る と 当 劇 し 。、 シー 
ザ ス を 信仰 する よう 人 々 に 要求 し て いる の で ある 。 



































ブッ ダ は 改革 者 の 一 人 で あり 、 多 く の 人 道 的 な 原理 を 、 イ ンド 
の 宗教 に 導入 し た 。 彼 は 、 自 分 を 神 だ と 主張 し な か っ た し 、 自 
分 が 信仰 の 対象 で や る と 、 信 徒 た ち に 示唆 し た こと さえ な か っ 
た 。 し か し 、 今日 、 イ ンド の 外 に いる ほとん どの 仏教 徒 は 、 仏 
陀 を 神 と 考え 、 仏 陀 の 似 姿 で ある と 彼ら が 信じ て いる 偶像 を 拝 
ん で いる 。 







































































信仰 の 対象 を 見 極め る と いう 原理 を 使う こと に より 、 間 違っ た 
款 教 が きわ め て 明確 と な り 、 そ の よう な 宗教 の は じ め に ある 、 
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た くら み の 中 身 が 明らか と な る 。 神 
の よう に 述べ て いる 。 
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よ 、 ク ルアー ン に お いて 次 





「 か れ に 仕 を な いな ら ば 、 あ な た が た と その 祖先 が 命名 し 
た 、 ( 只 の ) 名 称 に 仕 を える に 過ぎ な い 。 ア ッ ラ ー は それ に 対し 
権能 を 与え て いな い 。 大 権 は アッ ラー に だ け 属 し 、 あ な た が た 
は か れ 以 外 の 何 も の に も 仕え を て は な ら な いと (アッ ラー は ) 命 
じ て い る 。 こ れこ そ 正 し い 教 え で ある 。 だ が 人 びと の 多く は 知 
ら な い 。」 (ユー ス フ 章 12 : 40) 


すべ て の 宗教 は よい こと を 教え て いる の だ か ら 、 我 々 が どれ に 
従う か と いう こと を 、 な ぜ 間 題 に すべ き な の か 、 と いう 議論 
ある 。 し か し 、 す べ て の 間違っ た 宗教 は 、 最 大 の 悪 、 つ まり 被 
造物 信仰 を 教え て いる の だ 、 と いう の が 、 そ の 答え で ある 。 被 
造物 信仰 は 、 人 間 の 侵す 可能 性 の ある 最大 の 罪 で や る 。 な ぜ な 
ら 、 そ れ は 神 が 被 造物 を 作り 出し た 目的 その も の に 反する か ら 
で ある 。 ア デッラ ー が 、 ク ルアー ン の 中 で 明白 に 述べ て いる よう 
、 人 人 間 は アッ ラー だ け を 信仰 する も の と し て 創造 され た 。 
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モネ ュ ミキ う ミュ ミ = 
「 ジ ン と 人 間 を 創っ た の は われ に 仕え させ る た め 。」 ( 拉 
き 散 ら す も の 章 $1 : 56) 





つま り 、 偶 像 拝 の 本 質 で ある 、 被 造物 祭 拝 は 、 許 され る こと 
の な い 、 唯 一 の 罪 で ある 。 偶像 祭 拝 を し て 死ん だ 者 は 、 死 後 の 
世界 で の 運命 が 封印 され る 。 こ れ は 単なる 意見 で は な く 、 ア ッ 
ラー が 人 間 に 対 する 最後 の 啓 玉 で 述べ た 、 啓 直さ れ た 事実 で あ 
の 。 





ーー 

















「 本 当 に アッ ラー は 、 ( 何 も の を も ) か れ に 配 す る こと を 
落 さ れ な い 。 そ れ 以 外 の こと に 就 い て は 、 御 心 に 適う 者 を 落 さ 
れる 。」 (婦人 草 4 : 48, 116) 











正 し い 宗 教 
ーー 


イス ラー ム の 普遍 性 





間 。 筐 つた 宗教 の 帰結 は 重大 な の で 、 ア ッ ラ ー の 正しい 宗 


教 は 、 普 遍 的 に 理解 され 成就 され な けれ ば な ら ず 、 な ん ら か の 
人 びと 、 場 所 、 あ る い は 時 間 に 限 定 さ れ た も の で あっ て は な ら 
な い 。 ま た 、 信 者 が 楽園 に 入る に あたっ て 、 洗 礼 、 あ る 人 を 救 
世 主 と し て 信仰 する 、 な どの 条件 が あっ て は な ら な い 。 イ スラ 
ー ム の 普遍 性 の 根拠 は 、 (人 間 の 意志 を 神 に 従属 させ る と いう 
) イス ラー ム の 中 心 原理 と その 定義 の 中 に こそ ある の で ある 。 
人 間 が 、 デ アッ ラー は 唯一 で あり 、 被 造物 と は まっ た く 違 うと い 
う 認 識 に 達し 、 ア ッ ラ ー に 服従 する 場合 に は 、 常 に 、 そ の 人 間 
は 、 心 も 体 も ムスリム と な り 、 楽 園 に 入る 資格 が 生ま れる 。 つ 
まり 、 被 造物 祭 拝 を 拒否 し 、 神 アッ ラー だ け を 信 仰 すれ ば 、 対 
で も 、 い つ で も 、 世 界 中 の どれ ほど 遠い と ころ に いて も 、 ム ス 
リム 、 す な わ ち 神 の 宗教 、 イ スラ ム の 信者 と な る こと が で きる 
の で あめ る 。 ば いえ ある 人 が 、 デ アッシー ぞ 説 議 し 、 アッ ラー 
に 服従 する と いう 場合 、 そ の 人 は 、 正 し いこ と と 間違っ て いる 
こと の 間 で 選択 を 行なう と いう こと 、 さ ら に 、 そ の よう な 選択 
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に は 、 責 任 が 伴う と いう こと の 二 つ が 要件 と な る と いう こと に 
信 意 すべ き で ある 。 人間 は 自分 の 選択 し た こと に 対し て 責任 を 
うこ と に な り 、 そ の 結果 、 よ いこ と を 行い 、 悪 いこ と を 訂 け 
る と いう こと に 全力 を 尽く すべ きこ と に な る 。 最 も よい 行い は 
アッ ラー の み を 信 作 す る こと で あり 、 最 も 悪い 行い は 、 ア ッ 
ラー と 共に 、 あ る い は 、 ア ッ ラ ー の 代わ り に 、 被 造物 を 信仰 す 
る こと で ある 。 こ の 事実 は 、 最 後 の 族 玉 に お いて 、 以 下 の よ う 
に 表明 され て いる 





本 
H 
































本 当 に (クル アー ン を ) 信じ る 者 、 ユ ダ ヤ 教 徒 、 キ リス ト 
教 徐 と サー ビア 教徒 で 、 ア ッ ラ ー と 最後 の (審判 の ) 日 と を 信 
じ て 、 善 行 に 勤しむ 者 は 、 か れ ら の 主 の 御 許 で 、 報 奨 を 授かる 
で あろ う 。 彼ら に は 、 恐 れ も な く 愛 いも な いで あろ う 。 (肉牛 
章 2 : 62) 




















も し か れ ら が 律 法 と 福音 、 そ し て 主 か ら か れ ら に 下さ れ た 
も の を 順 泰 する な ら ば 、 か れ ら の 上 か ら も 足許 か ら も 、 必 ず ( 
豊か に ) 糧 を 与え られ る で あろ う 。 か れ ら の 中 に は 、 正 義 を 行 
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9 
な う 一 団 も いる 。 だ が 多く の 者 の 行う と ころ は 、 邪 悪 で ある 。 
(食卓 章 $ : 66) 
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5 寺 


アデ ッ ラー を 認識 する こと 








人 。: が 持つ 背景 や 、 社 会 や 文化 が 多様 で ある 中 で 、 








すべ て の 人 間 が アッ ラー を 信ずる よう に な る と いう 期待 は 、 ど 
の よう に し て 生じ る の か 、 と いう の が 、 こ こ で 提起 され る 間 い 
で ある 。 人 びと は 、 ア デッラ ー を 信仰 する と いう 南 任 が ある の で 
、 そ の よう な 人 びと は 、 誰 で も 、 ア ッ ラ ー に 関す る 知識 を 手 
入れ る 方 法 を 持っ て いな けれ ば な ら な い 。 最後 の 啓示 が 教え る 
どこ の 2 で 儲 、 大 間 は すべ で デッラ ー を 知っ つて お り 、 そ ぞ それ ば 、 人 
々 の 魂 に 刻ま れ て お り 、 そ し て 、 そ れ は 人 間 が 人 間 で ある と い 
う 内 容 の まさ に 一 部 分 と し て 、 人 間 は 、 こ の 性 質 を 伴っ て 創造 
され た の で ある 。 
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し ーー 

















高 壁 草 の 第 172 節 、173 節 に お いて 、 ア ッ ラ ー は 次 の よう に 説明 
し て いる 。 ア ッ ラ ー が アダ ム を 創造 し た と き 、 彼 は アダ ム の 子 
孫 た ち す べ て が この 世に 現れ る よう に 計ら い 、「 わ れ は お 前 た 
ちの 主 で は な い の か 」 と 述べ て 、 彼 ら か ら 碑 約 を 取っ た 。 こ の 
問い に 対し 、 彼 ら は みな 「 は い 、 わ た し た ち は 証 言い た し ます 
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人 2 史 た 。 


eK 2 グー 0 、 すべ GO の 人 KA 間 (GNUT、 デック ン ご 
が 人 間 の 創造 者 で あり 、 信 仰 す る 価値 の ある 唯一 の 正しい 神 で 
ある と いう 証言 を させ た の か 、 そ の 理由 を 説明 し た 。 ア ッ ラ ー 
は 次 の よう に 述べ た 。 

「 こ れ は 復活 の 日 に あな た が た に 、『 わ た し た ち は 、 こ の こと 
を 本 当 に 注意 し ませ ん で し た 。』 と 言わ せな いた めで ある 。」 
つま り 、 我 々 は 、 ア デッラ ー が 我々 の 神 で ある と 考え て いな か っ 
た と か 、 ア デッラ テラー だ け を 信仰 する よう に の み 、 期 待 さ れ て いた 
誰 も 教え て くれ な か っ た な ど と 、 言 わせ な いた めで ある 。 
アッ ラー は 、 さ ら に 次 の よう に も 言わ せな いた めで も ある と 説 
明 す る 。 
















































































「 ま た 、 先 に 神々 を 崇拝 し た の は わた し た ちの 祖先 で 、 わ た し 
た ち は そ の 後 の 子孫 で す 。 あ な た は 、 虚 偽 に 従う 者 が 行なっ た 
こと の た め に わた し た ち を 滅ぼさ れ ま すか 。」 

つま り 、 子 ども は 、 す べ て 、 ア ッ ラ ー を 信ずる 性 質 を 持っ て 生 
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まれ て くる 。 ア ッ ラ ー だ け を 信仰 する と いう 、 生 まれ な が ら の 
傾向 を 、 ア ラビ ア 語 で は 「 フ ィ ト ラ 」 と いう 。 








子ども は 、 何 も 手 を 加え られ な い 場 合 、 自 分 な り の 方 法 で 、 ア 
ッ ラ ー を 信仰 する 。 し か し 、 子 ども は みな 、 目 に 見 える も の 、 
見 えな いも の を 問わ ず 、 周 り に ある も の すべ て の 影響 を 受け る 。 























預言 者 (PBUH) は 、 ア ッ ラ ー が 次 の よう に 述べ た と 伝 
えた 。 「 わ た し は わた し の 僕 を 正しい 宗教 の 中 に 創造 し た 。 し 
か し 、 時 魔 が 彼ら を 惑わ せ た 。」 ま た 、 預 言 者 (PBUH) は 
、 學 の よう に 言っ た 。 「 子 ども は みな 『 フ ィ ト ラ 』 の 状態 で 生 
まれ る が 、 両 親 が 彼 を 、 ユ ダ ヤ 教 徒 、 キ リス ト 教 徒 、 あ る い は 
ゾロ アス ター 教徒 に する 。 こ れ は 動物 が 正常 な 子孫 を 生み 出す 
の と 同じ で ある 。 そ の よう な 正常 な 状態 で は な く 生 まれ た 子 ど 
も を 見 た こと が ある か 。」 (アル ・ ブ ハイ リ と ムスリム の よっ 
て 収録 され た 伝承 ) 
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つま り 、 子 ども が 、 ア ッ ラ ー が 本 来 設 けた 物理 法則 に 従う の と 
まっ た く 同 じ よ うに 、 子 ども の 魂 も 、 ア ッ ラ ー が 主 で あり 創造 
者 で ある と いう 事実 に 、 自 然 に 従う 。 し か し 、 子 ども の 両親 は 
、。 子ども を 自分 た ちの や り 放 に 従わ せよ うと し 、 子 ども は 
さい と き に は 、 両 親 の 意志 に 反対 し た り 抵 抗 し た りす る ほど 強 
く は な い 。 こ の 段階 で 、 子 ども が 従う ME。 首 慣 し つり の 
一 種 で あり 、 ア ッ ラ ー は 、 こ の 段階 で 子ども が 従っ て いた 宗教 
を 理由 と し て 、 責 任 を 負わ せ た り 、 処 罰 し た りす る こと は な い 。 


























子ども の と きか ら 死 ぬ と きま で の 人 間 の 一 生 を 通じ て 、 世 界 の 
あら ゆる 地域 に お いて 、 人 々 の 魂 に 、 神 の 役 

が 人 間 に 示 され る 。 そ し て これ は 、 唯 一 の 正しい 神 (アッ ラー 
) が 明確 に な る まで 続く 。 人 々 が 自分 自身 に 対し て 正直 で あり 
、 間 違っ た 神 を 拒み 、 ア ッ ラ ー を 求め る な ら ば 、 そ の 人 びと に 
pn で で の 坊 法 は 容易 お な る 6。 し か し 、 人 びさ が チッ シー の 
徴 を 拒み 続け 、 被 造物 信仰 を 続け る な ら ば 、 そ の 状態 か ら 逃 れ 
る こと は 、 よ り い っ そう 困難 な も の と な る 。 例 えば 、 南 米 ブ ラ 
ジル の アマ ゾン 南東 部 の 密林 地帯 に お いて 、 あ る 未開 の 部 族 が 
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か れ ら の 最も 重要 な 偶像 で も や り 、 す べ て の 被 造物 の 中 で 最高 
位 の 神 を 体現 する スク ワッ チ を 収め る 小屋 を 建て た 。 あ る 若者 
が 、 こ の 神 に 敬意 を 表し 、 人 造物 主 で あり 守護 神 で ある と 教え ら 
れ て きた も の に ひれ 伏し て いた と き 、 和 等 の た か っ た 、 み す ば ぼら 
し い 一 匹 の 犬 が 、 小 屋 に 入っ て きた 。 その 若者 が 顔 を 上 げた ま 
さ に その と き 、 そ の 犬 が 後ろ 足 を 上 げ 、 偶 像 に 小便 を か けた 。 
慎 慌 し た 若者 が その 犬 を 神殿 の 外 に 追い 出し た が 、 怒 り が 収 ま 
っ た と き 、 こ の 偶像 が 、 こ の 世 の 主 で ある な ど と いう こと は あ 
りえ な いと 悟っ た 。 ア デッラ ー は 、 ど こ か 他 の 場所 に いな けれ ば 
な ら な い 。 そ の と き 、 彼 に は 、 自 分 の この 論 識 に 基づい て アッ 
ラー を 探す 行動 に 出る と いう 選択 と 、 目 分 の 部 族 の 間違っ た 信 
仰 と 共に 、 不 正直 に 生き る と いう 選択 が あっ た 。 奇妙 に 見 える 
か も し れ な い が 、 こ れ が 、 こ の 若者 に 対す る アッ ラー の 徴 で あ 
る 。 役 が 信仰 し て いる も の は 間違っ て いる と いう 、 神 の 導き が 
、 そ の 中 に 含ま れ て いる 



















































































































































































前 に も 述べ た よう に 、 預 言 者 は 、 あ ら ゆ る 国 、 あ ら ゆ る 部 族 に 
遺 わ され 、 そ こ で 、 ア ッ ラ ー を 信ずる と いう 人 間 の 本 来 の 信仰 
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と 、 人 間 が 生ま れ な が ら に 持っ て いる 、 ア ッ ラ ー を 信仰 する 傾 
向 を 助け 、 そ れ と 同時 に 、 毎 日 、 ア チッ ラー に よっ て 示さ れる 後 
に ある 、 神 の 真理 を 強化 し て いる 。 し か し 、 ほ と ん どの 場合 、 
この よう な 預言 者 の 教え は ゆがめ られ 、 正 し いこ と と 間違っ た 
こと を 指摘 する 、 そ の 一 部 が 残る の み で ある 。 例 えば 、 ト ー ラ 
ー の 十戒 、 さ ま ざ ま な 信仰 信条 の 確認 、 そ し て 、 ほ と ん どす べ 
て の 社会 に 存在 する 、 殺 人 、 盗 み 、 及 び 姦 淫 を 禁止 する 法 な ど 
で ある 。 そ の 結果 、 す べ て の 人 間 の 魂 は 、 ア ッ ラ ー を 信仰 し 、 
イス ラー ム の 宗教 を 受け 入れ る と いう 責任 を 負う 。 す な わ ち 、 
アッ ラー の 意志 に 売 全 に 服従 する と いう こと で ある 。 



























































我々 は 、 ア デッラ テー が 我々 を 導く 、 正 し い 道 を 外れ な いよ う 、 そ 
し て 、 神 か ら の 祝福 が 我々 に 授け られ る よう 、 高 中 な る アッ ラ 
ー に 祈り を ささ げ る 。 神 は 、 最 も 慈悲 深い お 方 で ある 。 万 有 の 
主 で ある 、 ア ッ ラ ー に 祝福 と 、 感 謝 の 念 を 。 そ し て 、 聞 言 者 ム 
2 の ド 、 で の こ ご 家 族 、( 教 衣 た ち 。 そし で 、 こ の 人 が と に 下 し 
くつ き 従 う 人 々 に 平安 と 祝福 を 。 









































